




 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図形の性質を利用した，コンパスによる作図を行わせる。 

〇平行四辺形は向かい合う２組の辺の長さが等しいことを利用し，コンパスで等しい長さをうつし

とらせましょう。 

〇等しい辺がどこに位置するのかを意図してコンパスの針をさす場所を決め，できた２つの弧の交

点を結ばせることで正しい作図を行わせましょう。 

平行四辺形の性質をう

まく使って作図を行いま

しょう。どんな性質が使え

そうですか。 

コンパスを使えば定規で長さ

を測らなくても，同じ長さをと

ることができるよ。 

コンパスの針をさす場所をま

ちがえると平行四辺形にはな

らなくなってしまうね。 

「向かい合う２組の辺の長さ

が等しい」ことを使って作図を

してみよう。 

作図には定規のほかに、

どんな道具を使えばよい

でしょうか。 

〈問題作成の意図〉 

第３学年で三角形の作図の学習を行います。

これをもとに第４学年ではひし形，平行四辺形

へと作図の方法を拡張します。作図一つ一つの

手順には意味があり，正しい手順，作図用具の

選択を行うことが必要です。正しい手順で，図

形の性質を利用した明確な意図をもって作図

を行っているかを見ることができるように問

題を作成しました。 
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図形の性質をふまえ，となりあう角の大きさを調べる。 

「平行四辺形の向かい合う辺は平行」であることを利用し，はじめに向かい合う辺を

作図させましょう。これを手がかりに向かい合う角の大きさを求めさせましょう。 

図形の性質をふまえ，意図をもった分度器による作図を行わせる。 

 
〇「平行四辺形の向かい合った角の大きさは等しい」という性質をふまえて，計算に

よって明らかになった角の大きさを分度器により正確に測りましょう。 

〇分度器の置き方に注意しながら正しい作図を行わせましょう。 

平行四辺形の向かい合う辺は平行

です。はじめに，ウの位置からア

イと平行な線を引きます。 

角○かの大きさと角○きの大きさは同じ

70°です。だから角○くの大きさは

180-70＝110 で 110°ということがわ

かります。 

角○くと角○けは等しいね。角

○けを正しくかくには分度器

の置き方を工夫しないとい

けないね。 

平行四辺形の作図を完成させましょう。 

平行四辺形の向かい

合う辺はどんな関係

にあるでしょうか。 

ウの場所にできる

角○きの大きさはど

うなりますか。 

平行四辺形の向かい合う角の大

きさは等しいです。 

辺アイと向かい合う辺はどうやったらかくことができるでしょうか。 

平行四辺形の向かい合う角はどんな関係にあるでしょうか。 


